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第
３
回
定
例
会　

令
和
元
年
度

�

各
会
計
決
算
の
認
定

（中山道みたけ館	可児才蔵武者絵前にて）

「可児才蔵」生誕の地である御嵩町
「槍の才蔵」の異名を持ち、戦国最強の武将とも呼ばれた「可児才蔵」の

武功を称え、伝承しＰＲするため、御嵩町議会もイラスト
入りのポロシャツ、マスクを着用し魅力を

発信していきます。

いっぺん見てみてみたけ



議
長
報
告

●
「
コ
ロ
ナ
社
会
」
で
の
必
要
な
医

療
提
供
を
継
続
す
る
た
め
の
「
地

域
医
療
機
関
等
へ
の
機
能
継
続
交

付
金
」
の
創
設
を
求
め
る
陳
情

●
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
係
る
新
た
な
支
援
制
度
の
創
設

を
求
め
る
意
見
書
（
案
）」
の
採
択

を
求
め
る
陳
情

●
例
月
現
金
出
納
検
査
の
結
果
に
つ

い
て
（
令
和
２
年
５
月
分
か
ら
７

月
分
ま
で
）

町
長
報
告

●
令
和
元
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全

化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率

の
報
告
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
委
員
に
田た
な
か中

妙た
え
こ子

さ
ん

（
再
任
）が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
任
期

は
令
和
２
年
10
月
１
日
か
ら
令
和
６

年
９
月
30
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

第３回 定例会  9月1日～18日

■令和元年度決算認定、令和2年度補正予算などの
議案17件を審議・採決

■8議員が町政について質問

第１日目（９月１日）
・議長報告（３件）・町長報告（１件）・各議案の上程、提案理由の説明（15件）
・議案の審議・採決（１件）

第２日目（９月７日）
・一般質問（６議員）

第３日目（９月８日）
・一般質問（２議員）
・�議案（令和元年度各会計決算認定）を総務建設産業常任委員会・民生文教常任委員会に付託

民生文教常任委員会（９月 11日）
・�令和元年度一般会計決算の民生文教常任委員会所管部分、令和元年度国民健康保険特別会計決算、
令和元年度後期高齢者医療特別会計決算、令和元年度介護保険特別会計決算を審議

総務建設産業常任委員会（９月 12日）
・�令和元年度一般会計決算、令和元年度水道事業会計決算、令和元年度下水道事業会計決算を審議

第４日目（９月 18日）
・追加議案の上程、提案理由の説明（２件）
・議案の審議・採決（10件）
・各常任委員会に付託された議案の審査結果報告・審議・採決（６件）

報　
　
告

人
事
案
件田中 妙子 さん

中（西之門）
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決　
　
算

条　
　
例

補
正
予
算

●
御
嵩
町
手
数
料
条
例
の
改
正

通
称
「
デ
ジ
タ
ル
手
続
法
」
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
手
数
料
条
例

に
お
い
て
通
知
カ
ー
ド
再
交
付
手

続
き
の
規
定
を
削
除
し
ま
し
た
。

●
御
嵩
町
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の

事
業
の
人
員
及
び
運
営
等
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
改
正

省
令
に
よ
り
居
宅
介
護
支
援

事
業
所
に
お
け
る
管
理
者
要
件

な
ど
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
関
連
す
る
条
文
を
改
正
し
ま

し
た
。

条
例
の
改
正

令
和
元
年
度
御
嵩
町
一
般
会
計
、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
、
介
護
保
険
特

別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
、
下
水
道

事
業
会
計
の
決
算
に
つ
い
て
は
、
８

月
４
日
か
ら
６
日
に
か
け
て
、
監
査

委
員
に
よ
る
決
算
審
査
が
行
わ
れ
、

関
係
帳
簿
や
証
拠
書
類
と
の
照
合
に

よ
り
、
数
値
に
お
い
て
は
誤
り
の
な

い
も
の
と
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
を
参
考
に
総
務
建
設
産
業

常
任
委
員
会
、
民
生
文
教
常
任
委
員

会
に
お
い
て
担
当
課
に
よ
る
説
明
を

受
け
審
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
適
正

に
執
行
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら

れ
、
議
会
で
の
審
議
を
経
て
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
決
算

一
般
会
計
は
、
主
に
令
和
元
年
度

の
決
算
に
伴
う
補
正
及
び
交
付
税
の

確
定
な
ど
に
よ
る
補
正
で
す
。

歳
入
で
は
、
地
方
交
付
税
・
地
方

特
例
交
付
金
の
決
定
に
よ
る
増
額
や

財
源
調
整
な
ど
に
よ
る
財
政
調
整
基

金
の
減
額
な
ど
で
す
。

歳
出
で
は
、
財
政
調
整
基
金
な
ど

の
基
金
積
立
金
の
増
額
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
な
ど
に
よ
り
中

止
・
延
期
な
ど
を
し
た
事
業
費
の
減

額
、障
が
い
者
施
設（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
）
建
設
補
助
金
な
ど
に
よ
る
増
額

が
主
な
も
の
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他
の
特
別
会
計
・
事
業
会
計

に
つ
い
て
も
、
主
に
令
和
元
年
度
決

算
に
伴
う
繰
越
金
の
確
定
に
伴
う
補

正
で
す
。

（
下
表
参
照
）

令
和
２
年
度
補
正
予
算

会　　計 補正額 補正後の総額
一般会計補正予算（第５号） 1億3万9千円の増 131億909万9千円
国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 5,055万9千円の増 23億4,744万9千円
後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 390万7千円の増 2億4,290万7千円
介護保険特別会計補正予算（第１号）
（保険事業勘定）
（介護サービス事業勘定）

1億2,200万7千円の増
159万6千円の増

18億5,000万7千円
909万6千円

下水道事業会計補正予算（第１号） 130万円の増 11億6,230万円

みたけ議会のたより  （令和2年11月15日号）
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令和元年度　各会計決算認定
令和元年度　一般会計・特別会計決算総括表

令和元年度　水道事業会計決算総括表

令和元年度　下水道事業会計決算総括表

区　分
会　計 歳入合計 歳出合計 差引額

一般会計 89億9,535万4,436円 86億9,620万2,154円 2億9,915万2,282円

特別会計 41億9,253万9,674円 40億3,953万8,080円 1億5,300万1,594円

内
　
訳

国民健康保険特別会計 21億8,842万418円 21億6,303万1,078円 2,538万9,340円

後期高齢者医療特別会計 2億1,834万8,581円 2億1,251万9,318円 582万9,263円

介護保険特別会計（保険事業勘定） 17億7,713万2,015円 16億5,711万3,401円 1億2,001万8,614円

介護保険特別会計（介護サービス事業勘定） 863万8,660円 687万4,283円 176万4,377円

合　　計 131億8,789万4,110円 127億3,574万234円 4億5,215万3,876円

議会費決算の状況
主なもの 詳　細 決算額

報　酬 町議会議員報酬
議長300,000円、副議長245,000円、委員長230,000円、議員220,000円 3,245万2,382円

手　当 町議会議員期末手当 1,310万7,005円

旅　費 常任委員会視察研修旅費
町村議会議長・副議長研修会、議長全国大会など 190万5,080円

交際費 慶弔費、総会等会費 18万4,346円

需用費 「議会のたより」印刷製本代、議会関係参考書籍等購入費など 133万1,706円

役務費 議長車保険料、郵便料など 10万9,856円

委託料 議会会議録作成委託料 79万6,064円

使用料及び賃借料 常任委員会視察研修バス借上料 32万1,270円

負担金 可茂町村議会議長会負担金、可茂地域市町村議会議長会負担金
市町村議会議員研修負担金など 88万9,300円

区　分 収入合計 支出合計 差引額 備　考

収 益 的 収 支 5億8,587万217円 5億3,628万8,331円 4,958万1,886円 消費税及び地方消費税抜き

資 本 的 収 支 1億2,700万4,516円 1億2,700万4,516円 0円 消費税及び地方消費税込み

区　分 収入合計 支出合計 差引額 備　考

収 益 的 収 支 6億5,016万3,821円 6億3,226万7,874円 1,789万5,947円 消費税及び地方消費税抜き

資 本 的 収 支 5億978万3,492円 5億978万3,492円 0円 消費税及び地方消費税込み

みたけ議会のたより （令和2年11月15日号）
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山田儀雄�委員	

水
道
管
の
耐
震
化
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
有
収
率
も

向
上
す
る
と
考
え
る
が
、
現
在
の
耐
震
化
率
は

 

現
在
の
耐
震
化
率
は
、
基
幹
管
路
で
約
17
％
で
あ
る
。

有
収
率
に
つ
い
て
は
、
漏
水
調
査
を
強
化
し
、
向
上

に
努
め
る
。（
上
下
水
道
課
）

大沢まり子�委員	

道
路
照
明
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
全
体
に
お
け
る
実
施
件
数
は

 

町
で
把
握
し
て
い
る
件
数
で
、
水
銀
灯
は
総
数
78
基

中
35
基
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
灯
は
総
数
80
基
中
4
基
、
蛍

光
灯
２
７
４
基
中
８
基
を
そ
れ
ぞ
れ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し

た
。（
建
設
課
）

奥村悟�委員	

森
林
環
境
整
備
基
金
の
目
標
金
額
と
活
用
方
法
は

 

具
体
的
な
目
標
金
額
は
無
い
が
、
基
金
を
新
庁
舎
建

設
に
伴
う
町
産
材
の
確
保
の
た
め
に
活
用
す
る
。
そ

の
後
は
、
森
林
整
備
の
た
め
に
積
み
立
て
る
。（
農

林
課
）

清水亮太�委員	

耐
震
化
促
進
事
業
に
つ
い
て
、
今
後
耐
震
化
が
必
要

な
建
物
の
件
数
は

 

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
を
基
に
し
た
旧
耐
震
基
準
の

建
築
物
の
推
計
総
数
は
１
，６
７
０
件
で
、
耐
震
化

さ
れ
た
件
数
を
差
引
い
た
１
，４
３
０
件
が
耐
震
化

の
必
要
な
件
数
で
あ
る
。（
建
設
課
）

問答問答問答問答

安藤雅子�委員	

買
い
物
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
利
用
者
の
評

判
と
今
後
の
展
開
は

 

利
用
者
か
ら
は
参
加
し
て
良
か
っ
た
と
話
を
受
け
て

い
る
。
今
後
も
回
数
や
対
象
人
数
を
増
や
し
な
が
ら

介
護
予
防
に
努
め
る
。（
保
険
長
寿
課
）

岡本隆子�委員	

介
護
予
防
の
た
め
、
身
近
な
地
域
で
の
助
け
合
い
組

織
を
増
や
す
取
り
組
み
は

 

実
際
に
成
果
を
上
げ
て
い
る
西
田
地
区
や
稲
荷
台
地

区
の
取
り
組
み
を
他
地
区
の
方
に
触
れ
て
も
ら
い
、

活
動
団
体
を
増
や
す
。（
保
険
長
寿
課
）

高山由行�委員	

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る
介
護
認
定
の

件
数
の
増
加
状
況
は

 

現
時
点
で
新
規
の
介
護
認
定
者
が
増
加
し
て
い
る
認

識
は
な
い
。
今
後
も
自
宅
で
で
き
る
簡
単
な
体
操
の

案
内
や
、
密
に
な
ら
な
い
範
囲
で
運
動
教
室
を
開
催

し
、
介
護
予
防
に
努
め
る
。（
保
険
長
寿
課
）

谷口鈴男�委員	

分
別
資
源
収
集
事
業
で
の
、
不
適
合
物
の
割
合
は

 

令
和
元
年
度
の
不
適
合
物
の
割
合
は
７・
５
％
で
、

前
年
の
10・
64
％
か
ら
約
３
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
て
い

る
。（
住
民
環
境
課
）

安藤信治�委員	

成
人
検
診
の
受
診
件
数
が
向
上
し
て
い
る
が
、
特
に

向
上
し
た
検
診
は

 

子
宮
が
ん
検
診
が
前
年
比
１
４
１
人
増
加
、
乳
が
ん

検
診
が
１
３
６
人
増
加
し
た
。（
福
祉
課
）

福井俊雄�委員	

海
洋
セ
ン
タ
ー
の
一
部
業
務
委
託
に
つ
い
て
、
町
と

委
託
先
の
業
務
が
重
複
し
て
い
な
い
か

 

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
と
の
契
約
や
資
格
の
関
係
上
、
委
託
で

き
な
い
業
務
が
あ
り
、
町
と
委
託
先
の
業
務
は
全
く

別
の
も
の
で
あ
る
。（
生
涯
学
習
課
）

問答問答問答問答問答問答

常任委員会での審議内容
総
務
建
設
産
業
常
任
委
員
会

民
生
文
教
常
任
委
員
会

決
算
認
定
の
た
め
に
、
各
委
員
会
に
お
い
て
慎
重
に
審
議
し
ま

し
た
。
委
員
会
で
の
各
委
員
か
ら
の
質
疑
内
容
の
一
部
を
掲
載
し

ま
す
。
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一 般 質 問 と は ？
皆さんの生活にかかわる大切な内容につい
て、議員が町に対して質問を行います。今回
の一般質問であなたの生活にかかわる内容は
ありますか？

福井　俊雄　議員		 ………………… ７ページ
〇新型コロナウイルス感染症第２波に対しての

予防策について

山田　儀雄　議員		 ………………… ７ページ
○サポカー補助金制度について

伏屋　光幸　議員		 ………………… ８ページ
○（仮称）岐阜県可児御嵩太陽光発電所について

奥村　悟　議員		 …………………… ８ページ
○姉妹都市、友好都市の提携について

岡本　隆子　議員		 ………………… ９ページ
○リニア残土処分について
○外国とつながりのある児童生徒への支援

安藤　信治　議員		 ……………… 10ページ
○御嵩町の重要施策等の実現に向けて

清水　亮太　議員		 ……………… 10ページ
○クロバネキノコバエ対策について

大沢　まり子　議員		…………… 11ページ
○マイナンバーカードの普及について
○道路などの異常に関する通報体制について

（掲載順は本会議での質問順とは異なります）

きいてみたいな、
こんなこと

一 般 質 問

一般質問の「問・答」は、質問議員本人の文責です。一般質問
のページに掲載した内容について、議員に直接連絡がつかない場
合は、ご質問の内容、お名前、連絡先（住所、電話番号等）を添
えて、議会事務局まで書面にてお届けくだされば、各議員に連絡
いたします。

文責についてお知らせ

掲載してある質問、答弁は要約となっております。会議録は町
ホームページや議会事務局で閲覧できます。

内容について

みたけ議会のたより （令和2年11月15日号）
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問
①
小
中
学
校
で
感
染
者
が
出
た

場
合
の
対
応
策
は

②
役
場
庁
舎
内
で
取
り
組
ん
で
い
る

予
防
策
は

③
将
来
的
に
検
査
手
数
料
の
補
助
や

医
療
機
関
へ
の
協
力
要
請
の
考
え
は

答

�

【
教
育
参
事
】

①
現
在
、
小
中
学
校
で
は
、「
学
校
再

開
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
沿
っ
て
感
染

予
防
に
努
め
て
い
る
。
万
が
一
、
児

童
生
徒
や
教
職
員
に
陽
性
者
が
出
た

場
合
、
保
健
所
の
指
導
の
も
と
で
休

校
期
間
や
規
模
、
濃
厚
接
触
者
の
検

査
、
校
舎
の
消
毒
範
囲
な
ど
の
決
定

を
全
て
行
う
。
ま
た
、
学
校
メ
ー
ル

を
通
じ
て
、
保
護
者
に
周
知
を
行
う

が
、
特
に
人
権
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ

の
配
慮
を
お
願
い
す
る
。

答

�

【
総
務
部
長
】

②
来
庁
者
と
は
、
ア
ク
リ
ル
板
越
し

で
の
対
応
を
し
た
り
、
カ
ウ
ン
タ
ー

な
ど
の
消
毒
を
こ
ま
め
に
行
う
な
ど

感
染
防
止
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
来
庁
者
が
ほ
ぼ
限
定
さ
れ

る
部
署
に
つ
い
て
は
、
北
庁
舎
に
事

務
室
を
移
し
、
空
い
た
机
を
他
部
署

の
職
員
が
使
用
す
る
な
ど
、
分
散
勤

務
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

一
堂
に
会
し
て
の
会
議
の
開
催
な

ど
が
難
し
く
な
っ
て
以
降
、Ｗ
ｅ
ｂ
上

で
の
会
議
や
打
ち
合
わ
せ
な
ど
、新
た

な
会
議
形
式
も
取
り
入
れ
つ
つ
あ
る
。

答

�
【
民
生
部
長
】

③
任
意
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
事
業
を
行
っ

て
い
る
自
治
体
は
、
事
業
目
的
が
明

確
で
対
象
者
が
限
定
的
で
あ
る
。
本

町
の
場
合
、
受
託
医
療
機
関
の
確
保

が
難
し
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
任
意
の

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
手
数
料
の
補
助
や
医
療

機
関
へ
の
協
力
要
請
に
つ
い
て
は
、

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
が
、
国

や
県
の
動
向
を
見
つ
つ
、今
後
、通
常

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
拡
大
時

期
に
支
障
が
出
る
よ
う
な
場
合
に
は
、

何
ら
か
の
策
を
講
ず
る
こ
と
も
あ
る
。

問
可
茂
管
内
の
市
町
村
の
補
助
金

制
度
の
現
状
と
町
独
自
の
補
助
制
度

の
考
え
は

答

�

【
総
務
部
長
】

平
成
18
年
に
約
９
４
１
万
人
で

あ
っ
た
65
歳
以
上
の
４
輪
免
許
保
持

者
は
、
10
年
後
の
平
成
28
年
に
は
約

１
，７
０
６
万
人
と
約
２
倍
に
増
え
て

お
り
、
高
齢
化
と
と
も
に
増
加
傾
向

は
続
く
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
ペ

ダ
ル
の
踏
み
間
違
い
に
よ
る
事
故
件

数
の
増
加
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

岐
阜
県
は
、
本
年
度
限
り
で
は
あ

る
が
国
の
サ
ポ
カ
ー
補
助
金
を
後
押

し
す
る
形
で
市
町
村
に
対
し
、
後
付

け
の
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
に
よ
る
加

速
制
御
装
置
の
取
付
け
を
促
進
す
る

補
助
制
度
を
創
設
し
た
。

可
茂
管
内
の
10
市
町
村
に
お
い
て

は
、
美
濃
加
茂
市
と
加
茂
郡
の
５
町

村
が
、
後
付
け
装
置
の
設
置
に
対
す

る
補
助
制
度
を
設
け
た
が
、
対
象
年

齢
や
補
助
金
額
に
つ
い
て
は
、
市
町

村
に
よ
っ
て
異
な
る
。

国
、
県
の
制
度
に
合
わ
せ
本
年
度

限
り
の
補
助
と
す
る
市
町
村
も
あ
る

が
、
本
町
と
し
て
は
、
高
齢
者
の
操

作
不
適
に
よ
る
事
故
の
未
然
防
止
を

図
る
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
安
全
装

置
の
取
付
け
は
有
効
と
の
認
識
は

持
っ
て
い
る
。
県
内
の
管
内
市
町
村

の
状
況
を
参
考
に
し
つ
つ
、
補
助
対

象
年
齢
や
補
助
額
な
ど
を
含
め
、
後

付
け
装
置
に
対
す
る
補
助
金
の
制
度

化
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

福井俊雄　議員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
第

２
波
に
対
し
て
の
予
防
策
に
つ
い
て

保
健
所
の
指
導
に
従
っ
て

対
応
す
る

問答

山田儀雄　議員

サ
ポ
カ
ー
補
助
金
制
度
に
つ
い
て

可
茂
管
内
の
状
況
を
参
考
に
補
助

金
の
制
度
に
つ
い
て
検
討
し
た
い

問答

岐阜県警ＰＲチラシ
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問
姉
妹
都
市
、
友
好
都
市
提
携
は
、

町
の
地
域
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
や
産
業
の
発
展
、
観
光
交
流
人

口
の
増
加
に
有
益
と
考
え
る
が
、
町

の
考
え
は

答

�

【
町
長
】

姉
妹
都
市
や
友
好
都
市
に
つ
い
て

は
前
向
き
な
立
場
で
い
る
が
、
一
世

代
前
に
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
も
の

で
、
ブ
ー
ム
は
過
ぎ
て
し
ま
っ
て
い

る
印
象
が
あ
る
。
当
時
タ
イ
ム
リ
ー

に
動
い
て
い
れ
ば
か
な
り
可
能
性
も

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
残
念
に
思

う
こ
と
も
あ
る
。
外
務
省
に
海
外
の

都
市
と
の
友
好
都
市
提
携
に
つ
い
て

も
意
思
表
示
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

は
あ
る
が
、
全
て
の
点
に
お
い
て
安

心
で
き
る
相
手
は
提
携
済
み
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
多
い
と
わ
か
り
、
難

し
さ
を
感
じ
て
い
る
。

姉
妹
都
市
や
友
好
都
市
の
協
定
を

結
ぶ
に
あ
た
っ
て
は
お
互
い
が
相
手

方
の
自
治
体
の
こ
と
を
調
べ
、
災
害

の
互
助
の
こ
と
も
考
え
な
が
ら
検
討

す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
亜
炭
廃
坑

の
存
在
は
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

職
務
で
知
り
合
う
こ
と
に
な
っ
た

方
と
の
個
と
し
て
の
付
き
合
い
、
人

間
関
係
に
つ
い
て
も
大
切
に
し
な
が

ら
、
姉
妹
都
市
や
友
好
都
市
の
候
補

と
な
る
自
治
体
が
具
体
的
に
出
て
く

れ
ば
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て
前
向

き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
①
現
時
点
で
の
太
陽
光
発
電
開

発
計
画
の
進
捗
状
況
は

②
今
後
の
御
嵩
町
の
対
応
は

答

�

【
建
設
部
長
】

①
本
年
度
は
、
事
業
者
よ
り
「
御
嵩

町
太
陽
光
発
電
の
推
進
及
び
適
正
管

理
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
く
事
前

届
け
出
書
が
５
月
及
び
８
月
に
提
出

さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
書
類
不
備
に

よ
り
受
理
し
て
い
な
い
。

ま
た
、６
月
に
は
可
児
市
よ
り
「
可

児
市
市
民
参
画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
条
例
」に
基
づ
き
意
見
照
会
が
あ
っ

た
が
、
計
画
に
確
認
不
可
事
項
が
あ

り
、
本
町
は
意
見
書
の
提
出
を
保
留

し
た
。
併
せ
て
本
町
の
２
自
治
会
か

ら
の
嘆
願
書
へ
の
配
慮
及
び
、
関
係

水
利
組
合
と
の
合
意
形
成
に
努
め
る

よ
う
事
業
者
へ
の
指
導
を
可
児
市
に

依
頼
し
た
。

答

�

【
町
長
】

②
太
陽
光
発
電
に
対
す
る
町
の
対
応

方
針
に
つ
い
て
は
「
御
嵩
町
太
陽
光

発
電
の
推
進
及
び
適
正
管
理
に
関
す

る
条
例
」
で
定
め
て
い
る
。
一
般
住

宅
や
工
場
の
屋
根
へ
の
設
置
は
推
奨

す
る
が
、
売
電
だ
け
を
目
的
と
し
た

設
置
に
は
、
行
政
と
し
て
適
正
な
管

理
を
求
め
て
い
く
。
太
陽
光
発
電
計

画
地
の
近
く
に
お
住
ま
い
の
方
が
反

射
光
や
山
林
の
崩
落
な
ど
、
多
く
の

こ
と
を
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
承

知
し
て
い
る
。
議
会
に
お
い
て
も
地

元
に
寄
り

添
い
な
が

ら
、
積
極

的
な
行
動

を
お
願
い

し
た
い
。

奥村　悟　議員

姉
妹
都
市
、
友
好
都
市
の

提
携
に
つ
い
て

候
補
と
な
る
自
治
体
が
具
体
的

に
出
て
く
れ
ば
検
討
し
た
い

問答

伏屋光幸　議員

（
仮
称
）岐
阜
県
可
児
御
嵩

太
陽
光
発
電
所
に
つ
い
て

売
電
目
的
の
設
置
に
は
、

適
正
な
管
理
を
求
め
て
い
く

問答

計画地付近

姉妹都市は相互理解から

みたけ議会のたより （令和2年11月15日号）
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問
①
県
と
の
情
報
共
有
の
現
況
、

民
有
地
へ
の
発
生
土
の
量
、
環
境
保

全
計
画
に
つ
い
て

②
こ
れ
ま
で
の
情
報
を
町
民
に
公
開

す
る
考
え
は

答

�

【
企
画
調
整
担
当
参
事
】

①
４
月
以
降
、
Ｊ
Ｒ
東
海
の
担
当
者

レ
ベ
ル
で
の
話
し
合
い
を
６
回
実
施

し
て
お
り
、
こ
の
内
容
は
、
で
き
る

だ
け
県
と
の
情
報
共
有
を
図
っ
て
い

る
。
引
き
続
き
県
と
の
情
報
共
有
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
く
。

民
有
地
へ
の
発
生
土
の
量
に
つ
い

て
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
か
ら
平
場
造
成
の

場
合
に
は
、
約
40
万
㎥
の
搬
入
土
量

見
込
み
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
谷

埋
め
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
か
ら

町
に
対
し
正
式
に
提
案
が
無
い
た
め
、

そ
の
土
量
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い

な
い
。

環
境
保
全
計
画
に
つ
い
て
は
、
仮

に
本
町
に
発
生
土
置
き
場
を
計
画
す

る
場
合
、
Ｊ
Ｒ
東
海
が
環
境
保
全
計

画
を
策
定
す
る
も
の
と
承
知
し
て
い

る
。答

�

【
町
長
】

②
現
在
、
こ
の
件
に
関
し
て
は
全
く

動
き
が
な
い
状
態
で
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
東

海
側
か
ら
新
た
な
提
案
が
あ
り
、
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
と
な
れ

ば
報
告
し
て
い
く
。

問
①
今
後
の
支
援
の
あ
り
方
は

②
広
域
連
携
の
考
え
は

③
各
言
語
に
よ
る
緊
急
メ
ー
ル
の
必

要
性
は

答

�

【
教
育
参
事
】

①
町
の
第
五
次
総
合
計
画
で
は
「
多

文
化
共
生
の
推
進
」
を
掲
げ
、
外
国

人
と
共
生
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
地
域
社
会
を
形
成
す
る
と
し
て
い

る
。現

在
の
小
中
学
校
に
は
外
国
人
児

童
生
徒
が
33
人
、
う
ち
日
本
語
指
導

が
必
要
な
者
が
21
人
い
る
が
、
県
派

遣
の
「
外
国
人
児
童
生
徒
適
応
指
導

員
派
遣
訪
問
」
と
県
任
用
「
適
応
支

援
非
常
勤
講
師
」、
町
任
用
「
補
助
教

員
」
の
配
置
で
支
援
対
応
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
は
、
今
ま
で
の
分
散
的
な

指
導
で
な
く
複
数
校
の
子
ど
も
達
を

集
合
さ
せ
た
教
室
で
の
効
率
的
な
日

本
語
指
導
も
一
つ
の
方
策
と
考
え
て

い
る
。

②
広
域
連
携
に
つ
い
て
は
、
可
児
市

国
際
交
流
協
会
と
も
協
力
し
た
就
学

ガ
イ
ダ
ン
ス
を
計
画
中
で
あ
り
、
必

要
に
応
じ
た
通
訳
委
託
な
ど
、
先
進

地
に
学
び
な
が
ら
模
索
し
て
い
き
た

い
。

③
定
型
メ
ー
ル
の
作
成
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
警
報
時
な
ど
で
の
各
種
の
緊

急
メ
ー
ル
文
を
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
と

タ
ガ
ロ
グ
語
で
通
知
準
備
を
行
い
、

各
校
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
発
信
準
備

を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
は
、
教
育
分
野
だ
け
で
な
く
、

防
災
や
環
境
、
福
祉
、
医
療
な
ど
多

種
多
様
な
側
面
で
の
行
政
課
題
と
し

て
、
外
国
人
へ
の
支
援
対
応
を
横
断

的
な
連
携
の
も
と
に
講
じ
て
い
く
。

岡本隆子　議員

リ
ニ
ア
残
土
処
分
に
つ
い
て

Ｊ
Ｒ
東
海
と
の
協
議
は
進
展
な
し
、

何
ら
か
の
動
き
が
あ
れ
ば
お
伝
え
す
る

問答

外
国
と
つ
な
が
り
の
あ
る
児
童
生
徒
へ
の
支
援

増
加
傾
向
に
あ
る
児
童
生
徒
に

横
断
的
な
支
援
を
講
ず
る

問答

みたけ議会のたより  （令和2年11月15日号）
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問
岐
阜
県
と
の
職
員
人
事
交
流
の

も
と
、
御
嵩
町
が
抱
え
る
重
要
施
策

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う

答

�

【
企
画
調
整
担
当
参
事
】

こ
の
４
月
に
御
嵩
町
に
着
任
し
、

も
う
５
か
月
が
経
っ
た
の
か
と
い
う

の
が
正
直
な
感
想
。「
よ
っ
て
り
ゃ
あ

み
た
け
」
な
ど
の
町
内
の
イ
ベ
ン
ト

も
ほ
ぼ
中
止
と
な
る
な
ど
、
御
嵩
町

を
知
る
機
会
が
無
い
状
況
に
つ
い
て
、

残
念
な
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が

１
日
で
も
早
く
収
束
し
、
町
民
の
皆

さ
ん
と
「
エ
コ
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
」
で

盛
り
上
が
り
た
い
と
い
う
ふ
う
に

思
っ
て
い
る
。

４
月
以
降
に
、
主
に
町
総
合
計
画

推
進
事
業
、
行
政
改
革
推
進
事
業
、

地
方
創
生
事
業
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹

線
事
業
、
亜
炭
鉱
跡
防
災
対
策
事
業

な
ど
に
携
わ
っ
て
お
り
、
新
た
に
小

和
沢
地
区
の
活
用
構
想
に
つ
い
て
、

県
と
協
働
し
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

い
る
。

今
後
、
町
に
お
い
て
は
、
前
述
の

事
業
の
ほ
か
、
新
庁
舎
等
整
備
事
業

と
い
っ
た
主
要
事
業
が
控
え
て
お
り
、

い
ず
れ
も
、
長
期
に
渡
る
と
と
も
に
、

県
を
始
め
と
し
た
様
々
な
関
係
機
関

や
、
多
く
の
関
係
者
と
の
調
整
が
必

要
と
な
る
な
ど
、
難
易
度
が
高
い
事

業
で
あ
る
。

限
ら
れ
た
在
任
期
間
で
は
あ
る
が
、

少
し
で
も
前
に
進
め
る
と
い
う
決
意

の
も
と
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問
①
御
嵩
町
の
対
策
は

②
他
の
市
町
村
と
連
携
す
る
考
え
は

答

�

【
民
生
部
長
】

①
近
隣
市
町
村
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
ク
ロ
バ
ネ
キ
ノ
コ
バ
エ
の
生
態

や
対
処
方
法
の
紹
介
、
住
民
か
ら
の

有
効
な
対
策
情
報
を
募
っ
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
る
。
ま
た
、
あ
る
自
治
体

で
は
、
発
生
状
況
、
発
生
源
や
侵
入

対
策
、
捕
虫
対
策
を
検
証
す
る
調
査

を
実
施
し
て
い
る
。
近
隣
の
多
く
の

自
治
体
で
ク
ロ
バ
ネ
キ
ノ
コ
バ
エ
の

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
本
町
と
し
て
も
、
他
市
町

村
の
例
に
な
ら
い
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
ク
ロ
バ
ネ
キ
ノ
コ
バ
エ
の
生
態
や

大
量
発
生
し
た
際
の
対
処
方
法
を
掲

載
し
、
町
民
へ
周
知
す
る
と
と
も
に
、

有
効
な
対
策
方
法
を
募
っ
て
い
く
こ

と
と
す
る
。

②
他
市
町
村
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、

市
町
村
で
共
同
体
を
組
織
す
る
こ
と

ま
で
は
考
え
て
い
な
い
。
こ
の
地
域

は
、
ク
ロ
バ
ネ
キ
ノ
コ
バ
エ
の
多
い

地
域
で
も
あ
り
、
対
策
な
ど
の
経
験

の
あ
る
自
治
体
か
ら
情
報
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
。
今
後
、
近
隣
自
治
体

と
情
報
交
換
や
、
相
談
を
し
て
い
き

た
い
。

安藤信治　議員

御
嵩
町
の
重
要
施
策
等
の

実
現
に
向
け
て

少
し
で
も
前
に
進
め
る
と
い
う

決
意
の
も
と
、取
り
組
ん
で
い
く

問答

清水亮太　議員

ク
ロ
バ
ネ
キ
ノ
コ
バ
エ
対
策
に

つ
い
て

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

対
処
方
法
を
掲
載
す
る

問答

クロバネキノコバエ（方眼１マス＝1mm）

中井	雄一郎
企画調整担当参事

みたけ議会のたより （令和2年11月15日号）
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問
①
カ
ー
ド
の
取
得
状
況
は

②
カ
ー
ド
の
申
請
方
法
は

③
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
利
用
申
請
が

役
場
で
で
き
る
こ
と
の
周
知
は

④
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
の
見
解
は

答

�

【
民
生
部
長
】

①
７
月
末
時
点
、
本
町
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
率
は
15
・
15
％
、

県
全
体
で
は
、
14
・
08
％
、
国
全
体

で
は
、
18
・
20
％
。

②
一
般
的
に
は
、
申
請
書
に
氏
名
な

ど
を
記
入
し
、
顔
写
真
を
貼
り
郵
送

す
る
。
そ
の
ほ
か
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
も
可
能
で

あ
る
。ま
た
、住
民
環
境
課
窓
口
で
は
、

顔
写
真
を
撮
影
し
て
印
刷
す
る
サ
ー

ビ
ス
や
、
郵
送
用
封
筒
を
用
意
し
て

お
り
、
作
成
申
請
の
お
手
伝
い
を
し

て
い
る
。

③
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
手
続
き
は
、

ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
か
ら
ア
プ

リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
申
し
込
み

を
す
る
と
い
う
も
の
。
カ
ー
ド
を
読

み
取
る
端
末
が
無
い
場
合
は
、
住
民

環
境
課
の
窓
口
に
端
末
が
用
意
し
て

あ
り
、
職
員
に
相
談
し
な
が
ら
手
続

き
が
で
き
る
。
制
度
の
周
知
に
つ
い

て
は
、
窓
口
で
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ほ
っ
と
み
た

け
９
月
号
に
特
集
記
事
も
掲
載
済
み

で
あ
る
。

④
今
後
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、

健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
さ
れ
た
り

戸
籍
情
報
と
紐
づ
け
し
て
本
籍
地
以

外
の
市
町
村
で
も
戸
籍
証
明
書
が
取

得
可
能
と
な
る
。
カ
ー
ド
の
利
用
や

普
及
へ
の
取
り
組
み
が
全
国
的
に
展

開
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
調
査
研

究
し
、
本
町
に
合
う
利
用
方
法
や
防

犯
対
策
な
ど
、
関
係
機
関
な
ど
と
協

議
し
な
が
ら
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

問
①
電
話
で
の
通
報
に
対
す
る
対

応
は

②
町
民
か
ら
写
真
を
添
付
し
て
の
通

報
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
求

め
る
が
町
の
見
解
は

答

�

【
建
設
部
長
】

①
町
道
の
総
延
長
２
７
２
・
５
㎞

（
１
５
５
橋
梁
を
含
む
）
を
建
設
課

が
中
心
と
な
り
維
持
管
理
を
し
て
い

る
。
通
報
に
よ
る
異
常
へ
の
対
応
は
、

直
ち
に
職
員
に
よ
る
現
場
確
認
と
対

応
を
基
本
と
し
て
い
る
。
状
況
に
よ

り
上
層
部
へ
報
告
し
、
指
示
に
よ
り

注
意
喚
起
や
通
行
止
め
の
措
置
を
実

施
す
る
。

②
先
進
市
町
の
活
用
状
況
を
確
認
し
、

シ
ス
テ
ム
導
入
は
難
し
い
も
の
で
は

な
い
と
理
解
し
た
。
３
６
５
日
24
時

間
通
報
が
可
能
で
あ
り
、
利
用
さ
れ

る
町
民
の
理
解
も
必
要
で
あ
る
こ
と

も
同
時
に
理
解
が
で
き
た
。
本
町
の

現
状
は
、
町
民
や
通
行
者
か
ら
の
異

常
通
報
も
受
付
し
て
お
り
、
こ
れ
を

シ
ス
テ
ム
化
す
る
こ
と
も
必
要
と
考

え
て
い
る
が
、
道
路
な
ど
の
異
常
に

対
す
る
通
報
は
数
が
少
な
い
の
も
事

実
で
あ
る
。
従
っ
て
、
通
報
シ
ス
テ

ム
の
導
入
に
つ
い
て
は
先
行
す
る
自

治
体
の
様
子
を
１
、
２
年
は
見
て
み

る
と
同
時
に
、
財
政
面
へ
の
負
担
が

少
な
く
、
効
率
的
な
運
用
が
可
能
な

手
法
を
研
究
す
る
。

大沢まり子　議員

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
に
つ
い
て

交
付
率
を
上
げ
る
こ
と
が
急
務
、
広
報
紙
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
な
ど
で
周
知
強
化
を
図
る

問答

道
路
な
ど
の
異
常
に
関
す
る
通
報
体
制
に
つ
い
て

先
進
市
町
の
状
況
を
み
な
が
ら
、
本
町
に
合
っ
た

運
用
方
法
を
研
究
す
る

問答

町道の異常箇所

みたけ議会のたより  （令和2年11月15日号）
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審 結議 果

審 結議 果

議案番号 事　　件　　名 結果

議案第63号 令和２年度御嵩町一般会計補正予算（第４号）について
１億8,100万円の増：総額130億906万円 可決

議案第64号 工事請負契約の変更について
（平成30年度南海トラフ巨大地震亜炭鉱跡防災対策事業　第２、３期防災工事） 可決

議案第65号 工事請負契約の変更について
（平成30年度南海トラフ巨大地震亜炭鉱跡防災対策事業　第４期防災工事） 可決

議案第66号 工事請負契約の変更について
（令和元年度南海トラフ巨大地震亜炭鉱跡防災対策事業　第５-３-３期防災工事） 可決

議案第67号 財産の取得について（小中学校タブレット端末の購入） 可決

議案番号 事　　件　　名 結果

議案第78号 工事請負契約の変更について
（令和元年度南海トラフ巨大地震亜炭鉱跡防災対策事業　第５-3-3 期防災工事） 可決

第4回 臨時会　令和2年8月17日

第5回 臨時会　令和2年10月20日

第４回臨時会において、補正予算、工事請負契約、財産の取得の議案について審議・採決をしました。
令和２年度一般会計補正予算では、新型コロナウイルス感染症対策に関連する歳入・歳出予算を増
額しました。

第５回臨時会において、亜炭鉱跡防災対策事業の工事請負契約の変更について審議・採決をしました。

みたけ議会のたより （令和2年11月15日号）
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（８月～10月）議 会 日 誌

お知らせ

８月
12日 議会運営委員会

全員協議会
議会活性化研究会

15日 平和祈願祭
17日 第４回臨時会
19日 議会運営委員会

全員協議会
議会活性化研究会

21日 総務建設産業常任委員会協議会
24日 民生文教常任委員会協議会
27日 全員協議会

議会運営委員会
28日 市町村議会議員セミナー
31日 可茂消防事務組合�第２回臨時会

岐阜県町村議会議長会�第２回評議会

９月
� 1日 第３回定例会（初日）
� 2日 議会活性化研究会
� 6日 御嵩町防災訓練
� 7日 第３回定例会（一般質問）

議会活性化研究会
� 8日 第３回定例会（一般質問）
11日 民生文教常任委員会
15日 総務建設産業常任委員会
17日 名鉄広見線活性化協議会
18日 第３回定例会（最終日）

全員協議会
議会報編集委員会
中山道みたけ館�文化財保護保存紹介展「重要
文化財�願興寺本堂大修理…いま�Vol.2」視察
御嶽宿わいわい館「可児才蔵武功伝承館」視察

10月
� 2日 議会報編集委員会
� グループホームあらきの新築工事安全祈願祭
� 5日 可茂町村議会議員研修会

議会活性化研究会
� 7日 岐阜県町村議会議長会定期総会

岐阜県町村議会議長会正・副議長研修会
� 8日 新庁舎等建設特別委員会協議会
� 9日 可児市・御嵩町中学校組合議会第２回定例会
10日 政権与党国会議員との意見交換会
13日 議会運営委員会

全員協議会
14日 議会報編集委員会
20日 第 5回臨時会

議会活性化研究会
21日 議会報編集委員会

本会議	
議案などを審議し、議会の

最終的な意思を決定する、全議
員で構成する会議です。議長が
議事を進行します。

一般質問	
議員が、定例会本会議にお

いて、議案に関係なく広く行政
全般にわたって、執行部の報告、
説明、所信の表明を求め、疑問
点をただすことです。

審議	
議案などについて説明を聞

き、質疑し、討論をし、表決を
する一連の流れのことです。

ご希望の方は、議会当日、議会事務局受付（役場２階）で住所、氏名
などを所定の用紙に記入後、傍聴券をお受け取りください。
　　　　感染症予防のため、マスクの着用、手指の消毒をお願いします。
また、発熱、せき、くしゃみ、のどの痛みなどの症状がある場合は、
傍聴をご遠慮ください。（受付時の検温にご協力ください。）

お願い
一般質問の模様が生中継（場

合によっては録画放送）されま
す。ぜひ、ご覧ください。

月　日 曜日 会議 内　容

12月4日 金 本会議 会期の決定、諸般の報告、議案
の上程及び提案理由の説明

5日 土 休会 議案精読

6日 日 休会 議案精読

7日 月 休会 議案精読

8日 火 本会議 一般質問

9日 水 本会議 一般質問

10日 木 休会 議案精読

11日 金 本会議 議案の審議及び採決

議会を傍聴しませんか

次回
令和２年
第４回定例会（予定）
12月４日（金）から12月11日（金）

※日程は都合により変更となる場合があります。
※審議内容などは町ホームページに掲載します。

議会を傍聴するには？？ 一般質問はケーブルテレビ
可児でご覧いただけます

みたけ議会のたより  （令和2年11月15日号）

13



T
O

P
IX

議
会
活
動

ご
案
内
は
ミ
ー
モ
く
ん
で
し
た
。

次
号
は
２
月
15
日
発
行
（
第
４
回
定
例
会
）

予
定
で
す
。
ま
た
見
て
く
だ
さ
い
ね
。

■令和2年11月15日　■編集／議会報編集委員会　■発行／御嵩町議会　■岐阜県可児郡御嵩町御嵩1239−1　☎0574−67−2111
【ホームページURL】https://www.town.mitake.lg.jp/　【メールアドレス】gikai@town.mitake.lg.jp

市
町
村
議
会
議
員
セ
ミ
ナ
ー

８
月
28
日
に
、
岐
阜
市
の
ぎ
ふ
メ

デ
ィ
ア
コ
ス
モ
ス
で
開
催
さ
れ
た
市

町
村
議
会
議
員
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し

ま
し
た
。「
自
治
体
の
防
災
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
と
災
害
時
の
議
会
、
議
員
活

動
」
を
テ
ー
マ
に
学
び
ま
し
た
。

中
山
道
み
た
け
館「
願
興
寺
本

堂
大
修
理
…
い
ま
」展
を
視
察

９
月
18
日
に
、
中
山
道
み
た
け
館

で
開
催
さ
れ
た
文
化
財
保
護
保
存
事

業
紹
介
展
を
視
察
し
ま
し
た
。
修
理

の
パ
ネ
ル
展
示
と
、
本
堂
解
体
中
に

発
見
さ
れ
た
貴
重
な
品
々
か
ら
、
町

の
歴
史
や
文
化
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

可
茂
町
村
議
会
議
員
研
修
会

10
月
５
日
に
、
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
美

濃
加
茂
で
、
全
国
大
会
を
何
度
も
制

覇
し
た
岐
阜
女
子
高
等
学
校
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
監
督
で
東
白
川
村

出
身
の
安
江
満
夫
先
生
の
講
演
を
聴

講
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
で
始
ま
っ
た
１
年
が
、

間
も
な
く
終
わ
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。
年
末
年
始
も
、

い
つ
も
と
は
違
う
形
で
迎

え
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

そ
し
て
来
年
こ
そ
は
一
人

一
人
の
力
で
コ
ロ
ナ
に
打

ち
勝
て
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
、「
議

会
の
た
よ
り
」
を
通
じ
て
、

町
政
の
考
え
方
や
議
会
の

取
り
組
み
を
丁
寧
に
正
確

に
伝
え
、
皆
さ
ん
の
疑
問

を
少
し
で
も
取
り
除
い
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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